
九

九

7433454
国
立
教
育

政
策
研
究
所

平
成
29
年
度

虎
ノ
門
会
報
誌

小
学
校
版
１

表紙

オモテ

297
424

横田





目 次

………………………………平成29年度 全国学力・学習状況調査 解説資料について 1

…………………………………………………Ⅰ 小学校国語科の調査問題作成に当たって 5

………………………………………………………………………………Ⅱ 調査問題一覧表 9

……………………………………………………………Ａ 主として「知識」に関する問題 10

……………………………………………………………Ｂ 主として「活用」に関する問題 11

………Ⅲ 調査問題の解説（出題の趣旨，解説，解答類型，学習指導に当たって等） 13

……………………………………………………………Ａ 主として「知識」に関する問題 13

……………………………………………………………１ 学級文集のタイトルを決める 14

…………………………………………………………………………２ お礼の手紙を書く 18

………………………………………………………………３ 必要な情報を見付けて読む 22

……………………………………………………………………４ 好きな俳句を紹介する 26

……………………………………………………………………５ ことわざカードを作る 30

……………………………………………………………………６ 古文を音読して楽しむ 34

……………………………………………………………７ 漢字を読んだり書いたりする 36

……………………………………………………………Ｂ 主として「活用」に関する問題 39

…………………………………………１ スピーチの練習をする（「折り紙」の紹介） 40

………………２ 協力を依頼する文章を書く（緑のカーテン作りへの協力のお願い） 50

………………３ 物語を読んで，感想を伝え合う（あまんきみこ「きつねの写真」） 58

……………………………………………………………………Ⅳ 解答用紙（ 正答（例）） 69

………………………………………………………………………………………………国語Ａ 70

………………………………………………………………………………………………国語Ｂ 71

………………………………………………………………………………Ⅴ 点字問題（抜粋） 73

…………………………………………………………………………Ⅵ 拡大文字問題（抜粋） 85





   平成 29 年度 全国学力・学習状況調査 解説資料について 

  目的  

 本資料は，平成 29 年度全国学力・学習状況調査の実施後，各教育委員会や学校が速やかに

児童生徒の学力や学習の状況，課題等を把握するとともに，それらを踏まえて調査対象学年

及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができる

よう作成したものです。 

  特徴  

 

「教科に関する調査」の各問題について，学習指導の改善・充実を図るための情報を

盛り込んでいます。 

 「教科に関する調査」の各問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，

解答類型，正答や予想される誤答の解説，学習指導の改善・充実を図る際のポイント等を記

述しています。 

 

全ての先生が，学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 

本調査は，小学校においては第５学年まで，中学校においては第２学年までに，十分に身

に付け，活用できるようにしておくべきと考えられる内容を出題していますので，調査の対

象学年だけではなく，全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることが

できます。各設問の「学習指導要領における領域・内容」には，該当する学年を示していま

すので，学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に活用できます。 

 

調査実施後，すぐに活用できるように作成しています。 

 調査結果が出る前の段階から，自校での採点を含め，日々の学習指導の改善・充実を図る

際に役立てることができるように作成しています。 

※調査結果を公表する際，調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析，学習指導の改善・

充実を図る際のポイント等を示した「報告書」を作成します。 

 

 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 

 本調査では，一人一人の児童生徒の具体的な解答状況を把握できるよう，設定する条件な

どに即して解答を分類，整理するためのものとして，「解答類型」を設けています。 

 正誤だけではなく，一人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目して，

学習指導の改善・充実を図ることができます。 

 

関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 

 「学習指導に当たって」では，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例などの該

当ページも記載しています。 

 学習指導の改善・充実を図る際は，これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 

※過去の報告書・授業アイディア例などは，国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることが

できます。（http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

  本資料の活用に当たって  

Ⅰ 調査問題作成に当たって 

調査問題作成の基本理念，問題作成の枠組みについて解説しています。 

Ⅱ 調査問題一覧表 

問題の概要，出題の趣旨，関係する学習指導要領の領域等，評価の観点，問題形式を一覧

表にまとめています。 
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Ⅲ 調査問題の解説（出題の趣旨，解説，学習指導に当たって等） 

調査問題について，出題の趣旨，解説（解答類型，学習指導要領における領域・内容），

学習指導に当たって等を記述しています。（設問によっては，記述のない項目もあります。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型＞  一人一人の児童生徒の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定する条件

などに即して解答を分類，整理するためのものです。正答例，誤答例を示すとともに，

必要に応じて「正答について」，「誤答について」の解説を加えていますので，自校で

の採点を行う際や，一人一人の児童生徒の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等

に着目した学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 

＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
           「○」…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 

＜類型番号＞  類型１～８（最大）･･･正答・予想される誤答（複数の類型が正答となる設問もある） 
              類型９      ･･･「上記以外の解答」（類型１～８までに含まれない解答） 

              類型０      ･･･「無解答」（解答の記入のないもの） 

 

 

 

３．学習指導に当たって 
 学習指導の改善・充実を図る際の参考にしてください。また，調査問題に関係する領域・内容について， 

各学年での日々の学習指導に際しても活用することができます。 
 なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該当ページを記

載していますので，これらの資料も併せて活用すると，より効果的です。 

 

＊２ 日々の学習指導に生かすために 

＊１ 一人一人の児童生徒の解答状況を把握するために

 

 

 

１．出題の趣旨 
 調査問題ごとに出題の意図，把握し
ようとする力，場面設定などについて
記述しています。 

 

 

 

 

２．解説 

趣旨 
 設問ごとの出題の意図，把握しよ
うとする力などを示しています。 

■学習指導要領における領域・内容 
 調査対象学年及び他の学年の児童
生徒への学習指導の改善・充実を図
るための参考となるよう，関係する
学習指導要領における領域・内容を
示しています。 

■評価の観点 
 設問に関係する評価の観点を示し
ています。 

解答類型（下欄の＊１を参照） 
  一人一人の児童生徒の解答状況を

把握することができるように，設問
における解答類型を示しています。 

 

 

調査問題を縮小して掲載しています。 
※著作権の都合により一部を省略しているものもあ

ります。 
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Ⅳ 解答用紙（ 正答（例）） 

調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 

Ⅴ 点字問題（抜粋） 

点字問題の一部を，当該設問の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 

Ⅵ 拡大文字問題（抜粋） 

拡大文字問題の一部を，当該設問の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 

 
※本資料では，以下の資料については略称を用いています。 

資料 略称 
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 
 ～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」 

「４年間のまとめ【○学校編】」
 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定であった調査問題を踏まえた 
 授業アイディア例 ○学校 ○○」 

「平成○年度【○学校】
 

 授業アイディア例」
 

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」 

※図はイメージです。

 ４．出典等 

   著作物からの出題の場合に，出

典及び著作権者等について示して

います。 

   また，問題作成に当たって参考

としたものについても示していま

す。 

 
■正答について 

正答についての解説を適宜記述
しています。 

■誤答について 
予想される誤答についての解説

を適宜記述しています。 

（参考） 
   過去の関連する問題，解説資料，

報告書，授業アイディア例等を記
載しています。 

 
３．学習指導に当たって 

（前ページ下欄の＊２を参照）

  学習指導の改善・充実を図る際

のポイントを記述しています。 
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小学校国語科の調査問題作成に当たって 

 

１ 調査問題作成の基本理念 

  「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（報告）」（平成 18 年４月）では，調査問

題の出題範囲・内容について，各学校段階における各教科等の土台となる基盤的な事項に絞っ

た上で，調査問題作成の基本理念を以下の二つに整理している。 

主として「知識」に関する問題 

（以下「『知識』の問題」という。） 

身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に

影響を及ぼす内容や，実生活において不可欠であ

り常に活用できるようになっていることが望まし

い知識・技能など 

主として「活用」に関する問題 

（以下「『活用』の問題」という。） 

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力

や，様々な課題解決のための構想を立て実践し評

価・改善する力などにかかわる内容 

また，本調査の実施によって，「各教育委員会や各学校に対して，学習指導要領に示される内

容等を正しく理解するよう促すとともに重視される力を子どもたちに身に付けさせるといっ

た国としての具体的なメッセージを示すこととなる」としている。 

  具体的な調査問題の作成に当たっては，「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土

台となる基盤的な事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や，児童生徒の学習改

善・学習意欲の向上などに役立つとの視点が重要である」としている。 

  以上の点等を踏まえ，本調査の調査問題は，国際的な学力調査の考え方や調査結果及び課題

等も考慮しつつ，小学校学習指導要領（平成 20 年告示。以下「学習指導要領」という。）に示

された国語科の目標及び内容等に基づいて作成することを基本とした。 

 

２ 調査問題作成の枠組み 

(1) 領域等と評価の観点 

     出題の範囲として，「知識」の問題，「活用」の問題ともに，学習指導要領に示されている

目標及び内容に基づき，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」，「Ｃ 読むこと」の各

領域及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に示された指導事項をバランスよ

く出題するように配慮する。 

   調査時期が第６学年の４月であるので，第５学年の終了段階において習得すべき指導内容

が出題の範囲となる。 
※ 「Ａ 話すこと・聞くこと」の領域については，児童が実際に話したり聞いたりするような調査を

行うことが難しいため，場面設定・状況設定などを工夫して，話す・聞く活動にできるだけ近い形式
になるようにして出題する。 

評価の観点については，国語科で行われている評価の五つの観点を用い，「国語への関心・

意欲・態度」，「話す・聞く能力」，「書く能力」，「読む能力」，「言語についての知識・理解・

技能」とする。なお，「国語への関心・意欲・態度」の評価については，「活用」の問題にお

ける記述式の問題，「児童質問紙調査」を通して行うこととする。 

(2) 「知識」の問題の枠組み 

   「知識」の問題は，第５学年の終了段階において習得すべき指導事項を焦点化して出題す

る。調査時間は 20 分である。 

(3) 「活用」の問題の枠組み 

  「活用」の問題は，第５学年の終了段階において習得すべき指導事項を，学習指導要領に

示された言語活動例などを遂行する中で活用できるかどうかをみる。そのため，「Ａ 話すこ

と・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」，「Ｃ 読むこと」の各領域及び〔伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項〕を複合させて出題する場合がある。調査時間は 40 分である。 
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(4) 問題形式 

  問題形式は，選択式，短答式，記述式の３種類とする。記述式の問題では，知識・技能等

を生かし，相手や目的，意図，場面や状況などに応じて自分の考えを明確にして書くことを

求めている。具体的には，「活用」の問題において，各大問の中に一題程度，記述式の問題を

取り入れる。 

  各領域における記述式の出題に関する基本的な考え方を次に示す。 

■「Ａ 話すこと・聞くこと」における記述 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■「Ｂ 書くこと」における記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「Ｃ 読むこと」における記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

   なお，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」，「Ｃ 読むこと」のそれぞれの記述式

の問題には，具体的な評価の観点を明確にする上で，必要に応じて解答の条件を付す。 

◆ 点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題の作成について 
  本調査では，視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮し

た調査問題（点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題）を作成している。 
  点字問題では，全体を点訳するとともに，点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮

し，図版等の情報の精査（グラフを表にしたり，記述式による説明に替えたりするなど）
を行ったり，出題の趣旨を踏まえつつ代替問題を作成したりするなどの配慮を行ってい
る。 

  拡大文字問題では，対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し，文字や
図版等を拡大するとともに，文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ，コントラスト，
レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。 

 「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導においては，相手や目的，意図に応じ，事柄が明

確に伝わるように話す順序や構成を工夫し，適切な言葉遣いで話す能力を高めるととも

に，話の中心や話し手の意図を捉えながら聞き，質問をしたり，感想や意見を述べたり

する能力などを高めることが求められる。 

 「Ａ 話すこと・聞くこと」の記述式の問題では，スピーチ原稿などのように話す事

柄を分かりやすく整理したり，インタビュー記録などのように聞いた事柄やそれらに対

する感想，意見などを区別したり，また話合いの中で自分の考えなどをまとめたりして

書くような内容を出題する。 

 「Ｂ 書くこと」の指導においては，相手や目的，意図に応じ，調べたことや考えた

ことなどについて全体の構成を整えたり，下書きをよりよく推敲したりして書く能力な

どを高めることが求められる。その際，礼状や依頼状，意見文，紹介文，記録文，報告

文などの様々な文章の種類や形態の特徴を踏まえた上で，書くことの一連のプロセスに

即して書くことが重要である。 

 「Ｂ 書くこと」の記述式の問題では，書くことの一連のプロセスの各段階で必要と

される能力を抽出し，前述した様々な文章の種類や形態の特徴に応じて調べたことや考

えたことなどを適切に書くような内容を出題する。 

 「Ｃ 読むこと」の指導においては，目的に応じ，本や文章の内容を的確に押さえて

要旨を捉えたり，事実と感想，意見などとの関係を押さえて自分の考えを明確にしなが

ら読んだりする能力などを高めることが求められる。 

 「Ｃ 読むこと」の記述式の問題では，目的に応じて本や文章を読み，その内容や構

成などについて理解したこと，要旨や書き手の意図について解釈したことなどを書くよ

うな内容を出題する。また，これまでの読書経験，体験などと関係付けながら，感想や

評価などを書くような内容も出題する。 
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こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

学級文集のタイトルを決める話合いにおける
野村さんの報告の説明として適切なものを選
択する

互いの話を聞き，考えの共通点や
相違点を整理しながら，進行に
沿って話し合う

３・４
オ ○ ○

一
お礼の気持ちを伝えるために，どのような内
容を書いているのか，書かれている内容の説
明として適切なものを選択する

目的や意図に応じ，内容の中心を
明確にして，詳しく書く

５・６
ウ ○ ○

二
手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て名
のそれぞれの位置について，適切なものを選
択する

手紙の構成を理解し，後付けを書
く

５・６
イ ○ ○

学校新聞を書くために，「時の記念日」につ
いての【資料】から，小野さんと今村さんが
中心に読むとよい段落をそれぞれ選択する

目的に応じて，文章の中から必要
な情報を見付けて読む

３・４
イ ○ ○

一
俳句の情景について考えたこととして適切な
ものを選択する

５・６
エ

３・４
(1)ア
(ア)

○ ○ ○

二
グループの話合いを通して見付けた俳句のよ
さとして適切なものを選択する

５・６
エ

３・４
(1)ア
(ア)

○ ○ ○

ア
ことわざの使い方の例として適切なものを選
択する
（三度目の正直）

３・４
(1)ア
(イ)

○ ○

イ
ことわざの使い方の例として適切なものを選
択する
（もちはもち屋）

３・４
(1)ア
(イ)

○ ○

【｢外郎売｣の一部】を音読して気が付いたこ
との説明として適切なものを選択する

古文における言葉の響きやリズム
を楽しみながら読む

５・６
(1)ア
(ア)

○ ○

(1)
漢字を書く
（参加たいしょう）

５・６
(1)ウ
(ア)

○ ○

(2)
漢字を書く
（４年生のきぼう者）

５・６
(1)ウ
(ア)

○ ○

(3)
漢字を読む
（申しこみ期限）

５・６
(1)ウ
(ア)

○ ○

(4)
漢字を読む
（事務室前）

５・６
(1)ウ
(ア)

○ ○

(5)
漢字を書く
（箱がおいてあります）

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく書く

５・６
(1)ウ
(ア)

○ ○

(6)
漢字を読む
（指示）

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読む

５・６
(1)ウ
(ア)

○ ○

合計 1 2 3 11 0 1 2 3 11 9 6 0

学習指導要領の領域等

俳句の情景を捉える

問題形式

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく書く

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読む

ことわざの意味を理解して，自分
の表現に用いる

調査問題一覧表　 【小学校国語】
A　 主として 「知識」 に関する問題

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

評価の観点

７

１

２

３

４

６

５
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話

す

こ

と

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

一
スピーチの練習の様子を記録した動画を見る
目的として，適切なものを選択する

動画を見る目的を捉えることを通
して，目的や意図に応じ，適切な
言葉遣いで話す

５・６
イ ○ ○

二
グループの話合いの中で，石田さんたちは，
スピーチメモを使うことのよさについてどの
ように考えているかについて書く

話の構成を工夫して話すことがで
きるなどのスピーチメモのよさを
捉える

５・６
イ ○ ○

三
折り紙のみりょくについて，スピーチメモと
グループの話合いで出された意見を基に書く

目的や意図に応じて，話の構成や
内容を工夫し，場に応じた適切な
言葉遣いで自分の考えを話す

５・６
イ

５・６
ウ ○ ○ ○ ○

一
【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にお
ける文章の構成の工夫として当てはまるもの
を選択する

目的や意図に応じて，文章全体の
構成を考える

５・６
イ ○ ○

二
【友達の考え】と同じ考えの人を説得するた
めに引用する文章を，【『緑のカーテンを始
めよう』の一部】から選択する

目的や意図に応じ，引用して書く
５・６

エ ○ ○

三
「水やりに協力してくれる人をぼ集します」
の　イ　に入る内容を，中学生からの【アド
バイス】を基に書く

目的や意図に応じ，必要な内容を
整理して書く

５・６
ウ ○ ○ ○

一
「きつねの写真」を読み，登場人物の相互関
係と場面についての描写を捉え， A　に当て
はまる言葉として適切なものを選択する

登場人物の相互関係や心情，場面
についての描写を捉える

５・６
エ ○ ○

二
「きつねの写真」を読んだあとの話合いにお
けるア・イの発言の意図として，適切なもの
をそれぞれ選択する

自分の考えを広げたり深めたりす
るための発言の意図を捉える

５・６
オ ○ ○

三
「きつねの写真」から取り上げた言葉や文を
基に，松ぞうじいさんととび吉がきつねだと
考えたわけをまとめて書く

物語を読み，具体的な叙述を基に
理由を明確にして，自分の考えを
まとめる

５・６
ウ

５・６
エ ○ ○ ○ ○

合計 3 5 3 0 3 ３ 5 ３ 0 5 1 3

調査問題一覧表　 【小学校国語】
Ｂ　 主として 「活用」 に関する問題

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

評価の観点 問題形式学習指導要領の領域等

１

３

２

―11―



―12―



Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説

（出題の趣旨，解説，解答類型，学習指導に当たって等）

Ａ 主として「知識」に関する問題

Ⅲ　
調
査
問
題
の
解
説
（
出
題
の
趣
旨
、解
説
、解
答
類
型
、学
習
指
導
に
当
た
っ
て
等
）　

Ａ　

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
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国語Ａ１ 学級文集のタイトルを決める

１．出題の趣旨

互いの話を聞き，考えの共通点や相違点を整理しながら，進行に沿って話し合うことが

できるかどうかをみる。

グループや学級全体で問題解決などに向けて話し合うためには，司会者や提案者などの役割

を理解し，児童一人一人が積極的に進行に協力することが重要である。その際，互いの話を聞

き，考えの共通点や相違点を整理することが大切である。

本問では，学級文集のタイトルを決定するために，各グループで話し合ったことを報告する

場面を設定した。ここでは，グループで話し合ったことについて学級全員に伝えるため，各グ

ループの報告者はどのようなことを報告しているかを捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

オ 互いの考えの共通点や相違点を考え，司会や提案などの役割を果たしながら，進行

に沿って話し合うこと。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 学級全体で話し合って考えをまとめたり，意見を述べ合ったりすること。

■評価の観点

話す・聞く能力
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

グループで話し合ったことを基にして，学級全体で進行に沿って話し合うためには，グルー

プで話し合ったことを学級の全員に伝わるように整理して報告する必要がある。

野村さんは，「太陽」と「銀河」がよいという意見が出て，学級のみんなに考えてほしい

と報告していることから，正答は選択肢３である。なお，中島さんは，グループで話し合い，

「太陽」がよいとまとまったことを報告しており，これは選択肢１に当たる。西山さんは，

中島さんのグループとは違う理由で「太陽」がよいとまとまったことを報告しており，これ

は選択肢４に当たる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ24Ｂ２一
参加者から出された質問の内容を適切に捉

84.4％ P.44～P.51 P.153～P.161
え，まとまりごとに整理する

提示された資料を読み取った上で，相手に

Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161

するように記述する

話合いの目的を再確認し，計画的に話合い

Ｈ24Ｂ２三 を進めようとする司会の役割を適切に説明 52.5％ P.44～P.51 P.153～P.161

したものを選択する

（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.３～P.４
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３．学習指導に当たって

○ 司会などの役割を果たしながら話し合い，互いの考えの共通点や相違点を整理する

グループや学級全体の問題解決などに向けて，司会者や提案者，参加者などの役割を決め

て話し合い，より一層豊かな相互交流を図ることができるようにすることが重要である。そ

の際，個人やグループの意見の共通点や相違点を整理し，児童一人一人の考えを反映させな

がら，学級全体として一つの考えに集約することや，互いに意見を述べ合う中で，各自の考

えを広げたり深めたりできるようにすることが大切である。また，互いの考えが相違する場

合には，それぞれの考えがどのようなことに基づいているのかということに着目して話合い

を進めることができるようにすることも大切である。

司会者の役割としては，目的に応じて適切に話合いを進行することが挙げられる。そのた

めには，参加者に発言を促したり，発言の共通点や相違点を確認したり，話し合った内容を

まとめたりすることができるようにすることが大切である。提案者の役割としては，参加者

全員に考えが伝わるように，話す内容を整理することが挙げられる。その際，話し方に注意

しながら，説明したり報告したりすることができるようにすることが大切である。参加者の

役割としては，進行に合わせながら，積極的に自分の考えを述べ，話合いに加わることが挙

げられる。そのほかにも，話合いを有効に進めるためには，記録や時間管理などの役割があ

ると考えられる。様々な話合いの場面において，児童一人一人がそれぞれの役割について学

ぶことができるように，意図的，計画的に機会を設定することが大切である。
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国語Ａ２ お礼の手紙を書く
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１．出題の趣旨

目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして書くことができるかどうかをみる。

手紙には，依頼状，案内状，礼状など様々な形態がある。目的や意図に応じ，手紙の構成に

基づいて書く事柄を整理し，適切に敬語を使いながら，内容の中心が明確になるように手紙を

書くことは重要である。

本問では，歴史資料館でお世話になった山村さんへのお礼の手紙を書く場面を設定した。お

礼の手紙には，感謝の気持ちを表す言葉を用いて書くことにとどまらず，体験を通して感じた

ことや分かったことを詳しく書くなど，感謝の思いを具体的に相手に伝えることができるよう

にすることが大切である。ここでは，お世話になった山村さんに感謝の思いを伝えるために，

何を取り上げて書いているのかを捉えることが求められる。

設問二は，平成24年度【小学校】国語Ｂ１三（正答率23.6％）において，「手紙の後付けに

必要な，日付，署名，宛て名をそれぞれ適切な位置に書くこと」に課題が見られたことを踏ま

えて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ｂ 書くこと

エ 目的に合わせて依頼状，案内状，礼状などの手紙を書くこと。

２．解説

設問一

趣旨

目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり

詳しく書いたりすること。

■評価の観点

書く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの ◎

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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■正答について

お世話になった山村さんにお礼の気持ちを伝える手紙であることを捉える必要がある。【山

村さんへの手紙】の には，資料館での体験を通して感じたことや，体験から気が

付いたことが具体的に書かれている。このことから，正答は選択肢２である。

なお，選択肢３のように，お礼の気持ちを伝えるために，山村さんの話の中で心に残った

ことを書くことも大切である。

選択肢１と４は，見学後に報告文を書く際に大切な事柄である。

設問二

趣旨

手紙の構成を理解し，後付けを書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。

■評価の観点

書く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 二 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

手紙の基本的な構成に基づき，後付けにおける署名と宛て名の位置関係を捉える必要があ

る。日付と宛て名は署名よりも上の位置に書くことから，正答は選択肢４である。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ21Ａ３ はがきの表書きに必要な事柄を選択する 67.1％ P.18～P.19 P.175～P.176

Ｈ24Ｂ１一
目的や意図に応じ，依頼する具体的な内容

65.0％ P.38～P.43 P.144～P.151
として適切なものを選択する

Ｈ24Ｂ１二
目的や意図に応じ，適切に敬語を使いなが

55.5％ P.38～P.43 P.144～P.151
ら，返事の仕方と内容を記述する

Ｈ24Ｂ１三
手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て

23.6％ P.38～P.43 P.144～P.151
名のそれぞれの位置を適切に選択する
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３．学習指導に当たって

(1) 実用的な文章を書く

実生活においては，依頼状や案内状，礼状などの実用的な文章としての手紙を書くこと

が求められる。その際，目的や意図に応じて，事実と感想，意見などを詳しく書いたり，

簡単に書いたりする必要がある。手紙を書く相手や目的を明確にしながら，書く必要のあ

る事柄を選んだり，構成したりすることができるように指導することが大切である。また，

相手や目的に応じて，適切な言葉遣いで書くことができるように指導することも大切であ

る。

具体的には，本問のような，お世話になったことへのお礼の手紙，学校行事について案

内をする手紙，地域での体験学習の指導を依頼する手紙などを書くことが考えられる。低

学年の段階から，意図的，計画的に手紙を書く活動を設定し，相手を明確にして伝えたり，

返事をもらったりするというような交流を重視する必要がある。その際，低学年では形式

を重んじることよりも，短い文や伝言でもよいので，書いた手紙で交流する楽しさを感じ

ることができるように指導することが大切である。

(2) 基本的な形式を理解して，手紙を書く

表書きに宛て名や住所などを正しく書くことや，後付けにおける署名と宛て名の位置関係

といった手紙の基本的な形式などについて指導する必要がある。その際，例えば，縦書きの

手紙の場合，署名と宛て名の位置関係を押さえることにとどまらず，「宛て名を最終行の上

の位置に書くことで相手への敬意を示すことにつながる」など，手紙の形式がもつ意味につ

いて指導することが大切である。
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国語Ａ３ 必要な情報を見付けて読む

１．出題の趣旨

目的に応じて，文章の中から必要な情報を見付けて読むことができるかどうかをみる。

本問は，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「目的に応じて必要となる情報を取り出

し，それらを関係付けて読むこと」に課題が見られたことを踏まえて出題した。このことに関

連して，平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査４Ａ二（一）（通過率58.9％）において

も，「目的に応じて文章中のどの段落を読めばよいのかを自ら判断すること」に課題があるこ

とが分かっている。

本や文章を読んで，必要な情報を得るためには，自分の課題や目的に応じて適切な段落や部

分を選び，情報を取り出しながら読むことが重要である。

本問では，６月号の学校新聞に，「時の記念日」について特集する記事を書くために，資料

から必要な情報を見付けながら読む場面を設定した。ここでは，目的に応じて中心となる語や

文，段落を適切に捉えて読むことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと

イ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を

考え，文章を読むこと。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと

イ 記録や報告の文章，図鑑や事典などを読んで利用すること。
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■評価の観点

読む能力

問題番号 解 答 類 型 正答

３ １ 小野さんに２，今村さんに３と解答しているもの ◎

２ 小野さんに２と解答しているが，今村さんに３と解答していないもの

３ 今村さんに３と解答しているが，小野さんに２と解答していないもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

学校新聞の記事を作成するために，小野さんと今村さんがそれぞれ【資料】のどの段落を

中心に読めばよいかを捉える必要がある。小野さんは「なぜ六月十日が『時の記念日』なの

か」と考えている。これは「時の記念日」の由来についての疑問である。この疑問に対する

答えが書かれている段落２が正答である。また，今村さんは「なぜ『時の記念日』を設定し

たのか」と考えている。これは制定された理由や目的についての疑問である。この疑問に対

する答えが書かれている段落３が正答である。

なお，段落１は，日本で初めて作られた時計について，段落４は，「時の記念日」は，多

くの人々によく知られる記念日であること，段落５は，時間や時計に関する催しについて記

述されている。小野さんと今村さんの疑問に対する答えは，段落１，４，５には書かれてい

ない。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ24Ａ５ア 百科事典を読み，目的に応じて中心となる 91.2％
P.23～P.25 P.132～P.133

Ｈ24Ａ５イ 内容を取り出して書く 92.2％

Ｈ27Ｂ２一 ア に入る言葉の意味として適切な内容
75.7％ P.44～P.52 P.56～P.64

ア を書き抜く

Ｈ27Ｂ２一 イ に入る言葉として適切な内容を書き
86.1％ P.44～P.52 P.56～P.64

イ 抜く

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11

「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.６
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３．学習指導に当たって

○ 目的に応じて，中心となる語や文を捉え，必要な情報を見付けて読む

高学年になると，課題を解決するために資料を集めたり，同じ作者や課題について数多く

の作品を読んだりするなど，読む目的も多様化する。本や新聞，雑誌，インターネットなど

様々なメディアから情報を得る際，目的に応じて，中心となる語や文を捉え，必要な情報を

見付けて読む能力を育成することが重要である。

本問のように，調べる学習活動においては，読む目的によって，取り上げる中心となる語

や文，段落は変化してくる。「何のために調べるのか」，「何について調べるのか」など，調

べる目的や事柄を明確にした上で，本や文章を選び，その中の記述や説明から，課題を解決

するために必要な情報を選択することが重要である。その際，本の題名や種類に着目し，目

次や索引などを効果的に利用することができるように指導することが大切である。さらに，

以前に読んだ本や文章と比べたり，自分のもっている知識や情報，現実などと結び付けたり

して，自分の考えを深めることができるように指導することも大切である。

４．出典等

・学研辞典編集部 編『年中行事・記念日事典』（2004年12月 株式会社 学習研究社）

・著者 深光富士男 監修 竹内誠『日本の年中行事 ５月・６月』

（2004年３月 株式会社 学習研究社）

・編者 加藤迪男『記念日の事典』（1999年９月 株式会社 東京堂出版）

・文・絵 かこさとし『かこさとし こどもの行事 しぜんと生活 ６月のまき』

（2012年５月 株式会社小峰書店）

などによる。
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国語Ａ４ 好きな俳句を紹介する

１．出題の趣旨

俳句の情景を捉えることができるかどうかをみる。

短歌の五・七・五・七・七の三十一音，俳句の五・七・五の十七音から，季節や風情，歌や

句に込められた作者の思いなどを想像したり，七音五音を中心としたリズムから国語の美しい

響きを感じ取りながら音読したり暗唱したりして，文語の調子に親しむことは重要である。

本問では，好きな俳句を学級で紹介するために，月の様子を詠んだ俳句をグループで調べ，

その中から選んだ俳句について考えたことを交流する場面を設定した。ここでは，声に出して

読みながら，二つの句に共通する表現の特徴，作者が捉えた情景や季節感を捉えることが求め

られる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分

の考えをまとめること。

〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1) ア 伝統的な言語文化に関する事項

(ｱ) 易しい文語調の短歌や俳句について，情景を思い浮かべたり，リズムを感じ取

りながら音読や暗唱をしたりすること。
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■評価の観点

読む能力

言語についての知識・理解・技能

２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

二 １ １ と解答しているもの ◎

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

設問一については，「くりくりと」という言葉の語感，アの俳句について調べた内容，【話

し合いの様子】の内容から月の様子を捉えると，選択肢３が正答である。

設問二については，二つの俳句の情景や表現の特徴を踏まえた上で，【話し合いの様子】

の内容に沿って，どのような観点で俳句を紹介しようとしているのかを捉えると，選択肢１

が正答である。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ25Ａ６ 焚火とその周りの景色との関係を表したも
47.7％ P.30～P.31 P.43～P.45

アイ のとして適切なものを選択する
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３．学習指導に当たって

○ 情景や作者の思いを想像する

俳句の五・七・五の十七音から，季節や風情，俳句に込めた思いなどを思い浮かべたり，

七音五音を中心としたリズムから国語の美しい響きを感じ取りながら音読したり暗唱したり

して，文語の調子に親しむことができるように指導することが大切である。そのためには，

俳句に表れている情景や作者の思いなどについて感じたことを交流することで，自分が想像

したことを広げたり深めたりすることが大切である。具体的には，好きな俳句を選んで俳句

集を作るために，俳句を繰り返し音読したり，それぞれの俳句のよさについて話し合ったり

することなどが考えられる。

また，短歌や俳句の指導に当たっては，児童の発達の段階に応じた教材を選定するととも

に，各地域にゆかりのある歌人や俳人，地域の景色を詠んだ歌や句などを教材として開発す

ることなども有効である。このような教材を基に，選集を編んだり，心に残る短歌や俳句な

どを暗唱して紹介したりする学習を行うことなども考えられる。そのような学習経験を踏ま

えて，高学年においては，短歌や俳句をつくるという学習を行うことも考えられる。特に，

俳句をつくる際には，歳時記や季寄せを参考にして，自分が使ってみたい季語を集めたり，

様々な俳句を音読したりしながら，自分が句にしたい題材を見付けることなども考えられる。

さらに，高学年における古典の指導に当たっては，中学校第１学年でどのような古典の学

習をするのかを踏まえることが重要である。小学校段階では，指導のねらいに応じて，複数

の俳句を比べ，それぞれの俳句の特徴に気付くことができるようにするなど，言葉のもつ豊

かさや多様性を感じることができるよう指導することが大切である。

（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.43～P.44

４．出典等

・監修 坪内稔典『くもんのまんがおもしろ大事典 教科書に出てくる俳句』

（1988年12月 くもん出版）

・文 石塚修 絵 宮坂栄一『まんが俳句なんでも事典』

（1996年１月 株式会社 金の星社）

などによる。
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国語Ａ５ ことわざカードを作る

１．出題の趣旨

ことわざの意味を理解して，自分の表現に用いることができるかどうかをみる。

ことわざは，生活経験などにおいてありがちなことを述べたり，教訓を述べたりするもので

あり，先人の知恵や教訓，機知に触れることができる。言語生活を豊かにするために，ことわ

ざや慣用句，故事成語などの意味を正しく理解し，実際の言語生活において用いることは大切

である。

本問では，二つのことわざを取り上げ，それぞれの意味を辞書で調べ，ことわざカードを作

る場面を設定した。ここでは，ことわざの意味を理解し，自分の表現に用いることができるこ

とが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1) ア 伝統的な言語文化に関する事項

(ｲ) 長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

５ ア １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

イ １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの ◎

３ ３ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

アの「三度目の正直」とは，「一度目や二度目はあてにならないが，三度目では確実であ

る」，「物事は三度目には期待どおりになる」という意味である。ここでは，「三度目の正直」

の意味を「一度や二度で思い通りにならなくても、三度目ではうまくいくものだ」とまとめ

ている。ここでの「一度や二度で思い通りにならな（い）」とは，「一本めと二本めのシュー

トは外れた」ことであり，「三度目ではうまくいく」のは「次は決まる」ということである。

このことから，正答は選択肢３である。

イの「もちはもち屋」とは，「物事は，それぞれの専門家が一番である」，「物事にはそれ

ぞれの専門家がある」という意味である。ここでは，「もちはもち屋」の意味を「何事も、

それぞれのせん門家や得意な人にまかせるのが一番だ」とまとめている。ここでの「せん門

家や得意な人」というのは，「卓球クラブの友達」のことであり，「まかせるのが一番」と

は「たのむ方がよい」ということである。このことから，正答は選択肢２である。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ24Ａ８
日常生活で使われている慣用句を集め，そ

79.9％ P.32～P.33 P.139～P.140
れらの意味を適切に捉える

Ｈ25Ａ２一
ことわざの意味として適切なものを選択す

71.3％ P.17～P.19 P.27～P.29
る（石の上にも三年）

Ｈ25Ａ２二
ことわざの意味として適切なものを選択す

86.2％ P.17～P.19 P.27～P.29
る（急がば回れ）

Ｈ26Ａ２一
故事成語の使い方として適切なものを選択

56.0％ P.17～P.18 P.27～P.29
する（五十歩百歩）

Ｈ26Ａ２二
故事成語の使い方として適切なものを選択

50.1％ P.17～P.18 P.27～P.29
する（百聞は一見にしかず）

（参照）「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.７
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３．学習指導に当たって

○ ことわざの意味や使い方を正しく理解し，実際の言語生活で用いる

ことわざの意味や使い方を正しく理解するためには，国語辞典やことわざ辞典などを日常

的に活用できるように指導することが大切である。特に，辞書利用について学習する第３学

年の段階から意図的，計画的に指導する必要がある。

具体的には，本や文章の中で使われていることわざを集め，辞書などを用いてその意味や

用例などを調べた上で，そのことわざを適切に用いた文を作ってかるたを作成するなどの学

習が考えられる。その際，低学年の児童とかるた遊びをしながら，ことわざの意味や用例な

どについて，低学年の児童に分かりやすく説明する学習を行うことも考えられる。また，ス

ピーチや日記などの中で実際にことわざを用いて表現する学習などに取り組むことが考えら

れる。
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国語Ａ６ 古文を音読して楽しむ

１．出題の趣旨

古文における言葉の響きやリズムを楽しみながら読むことができるかどうかをみる。

古文や漢文などの文章には，独特のリズムや長い年月を経て培われてきた美しい語調が備

わっており，音読することにより，その美しさや楽しさを感覚的に味わうことができるように

指導することが重要である。

本問では，歌舞伎の作品である「外郎売」を音読して気が付いたことをノートにまとめる場

面を設定した。ここでは，声に出して読むことで感じられる言葉の響きやリズムなどについて，

楽しみながら読むことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1) ア 伝統的な言語文化に関する事項

(ｱ) 親しみやすい古文や漢文，近代以降の文語調の文章について，内容の大体を

知り，音読すること。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能
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２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

６ １ １ と解答しているもの ◎

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【ノートの一部】では，谷川さんが【「外郎売」の一部】を音読して気が付いたことにつ

いて，まとめられている。音読して気が付いたこととしては，使われている言葉に着目した

り，「早口言葉のようでおもしろい」，「拍子を取りたくなる」など，声に出したときの感じ

をまとめたりしている。このことから，正答は選択肢１である。

３．学習指導に当たって

○ 音読することで，古文の楽しさを実感する

古文や漢文などは，読んで楽しいものであること，自分を豊かにするものであることを実

感することができるように指導することが重要である。そのためには，古文や漢文などの文

章の解釈に重点を置くのではなく，できるだけ多くの文章に触れていく中で，自然と興味・

関心をもてるようにすることが大切である。

教材は，児童が，言葉のリズムを実感しながら読めるもの，音読することによって内容の

大体を知ることができるものを選定することが大切である。また，文語調の文章で作詞され

ている校歌，各地域に縁のある文人の作品など，児童にとって親しみやすいものを教材にす

ることが考えられる。

具体的には，本問のように，音読や暗唱を取り入れることが考えられる。その際，音読す

ることによって味わえるリズムや響きを一層実感することができるようにするために，黙読

と音読とを交互に行い，その違いに気付くことができるようにすることが効果的である。ま

た，児童が選んだ古文を音読して紹介し合い，複数の古文や様々な言葉のリズムに触れるこ

とができるようにすることも考えられる。

（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.53～P.54

４．出典等

・絵・長野ヒデ子 編・齋藤孝『声にだすことばえほん 外郎売』

（2009年４月 株式会社ほるぷ出版）

・編者 鶴見俊輔 安野光雅 森毅 井上ひさし 池内紀『ことばの国〈新・ちくま文学の

森14〉』（1995年10月 株式会社 筑摩書房）

・著者 室町京之介『新版 香具師口上集』（1997年12月 株式会社 創拓社出版）

などによる。
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国語Ａ７ 漢字を読んだり書いたりする

１．出題の趣旨

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりすることができるかど

うかをみる。

漢字を正しく読み，正しく書く力は，文や文章を理解したり表現したりするために必要な知

識や技能であり，漢字を含む語彙の充実を図る上でも重要である。また，国語科の学習のみな

らず，各教科等の学習の基礎となる力であり，日常生活に欠かせない知識や技能である。

本問では，既習の漢字の定着状況を把握するために，第２学年（「室」），第３学年（「対」，

「期」，「事」，「指」），第４学年（「象」，「希」，「望」，「置」），第５学年（「限」，「務」，「示」）

の配当漢字を取り上げた。ここでは，４年生に向けて「委員会活動の体験のお知らせ」を作成

する場面を設定している。漢字を正しく読んだり書いたりするためには,「お知らせ」の内容

や書かれている文の意味を理解することが必要となる。国語科の学習のみならず，日常生活に

おいても文の意味を理解した上で，漢字を正しく読んだり書いたりすることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1) ウ 文字に関する事項

(ｱ) 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年まで

に配当されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されて

いる漢字を書き，文や文章の中で使うとともに,当該学年に配当されている漢字

を漸次書き，文や文章の中で使うこと。
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■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

２．解説

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

７ (1) １ 「対象」と解答しているもの ◎

２ 「たい」を「対」と解答しているが，「しょう」を「照」と解答しているもの

３ 「たい」を「対」と解答しているが，「しょう」を「象」，「照」と解答していな

いもの

４ 「たい」を「対」と解答していないが，「しょう」を「象」と解答している

もの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

(2) １ 「希望」と解答しているもの ◎

２ 「き」を「希」と解答しているが，「ぼう」を「望」と解答していないもの

３ 「き」を「希」と解答していないが，「ぼう」を「望」と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

(3) １ 「きげん」と解答しているもの ◎

２ 「期」を「き」と解答しているが，「限」を「げん」と解答していないもの

３ 「期」を「き」と解答していないが，「限」を「げん」と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

(4) １ 「じむしつ」と解答しているもの ◎

２ 「事務」を「じむ」と解答しているが，「室」を「しつ」と解答していないもの

３ 「事」を「じ」，「室」を「しつ」と解答しているが，「務」を「む」と解答

していないもの

４ 「務」を「む」，「室」を「しつ」と解答しているが，「事」を「じ」と解答

していないもの

５ 「事」を「じ」と解答しているが，「務」を「む」，「室」を「しつ」と解答

していないもの

６ 「務」を「む」と解答しているが，「事」を「じ」，「室」を「しつ」と解答

していないもの

７ 「室」を「しつ」と解答しているが，「事」を「じ」，「務」を「む」と解答

していないもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

(5) １ 「置（いて）」と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

(6) １ 「しじ」と解答しているもの ◎

２ 「指」を「し」と解答しているが，「示」を「じ」と解答していないもの

３ 「指」を「し」と解答していないが，「示」を「じ」と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答
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３．学習指導に当たって

(1) 当該学年までに配当されている漢字を習得する

学年別漢字配当表に示されている漢字を，各学年において正しく読んだり書いたりし，各

教科等や日常生活で使用する文や文章の中で適切に使うことができるように指導することが

重要である。

そのためには，学習した漢字を繰り返し書いて練習することのみならず，様々な場面で，

漢字のもつ意味を考えながら，実際に文や文章の中で正しく使うことができるように指導す

ることが大切である。本問で取り上げたように，「対象」，「対照」などの同音異義語に注意

して使うことができるように指導することも大切である。

(2) 国語辞典や漢字辞典の利用を習慣付ける

漢字を習得し語彙を拡充するためには，国語辞典や漢字辞典を日常的に利用して調べる習

慣を付けることが重要である。そのためには，辞書利用について学習する第３学年から意図

的・計画的に指導する必要がある。辞書を日常的に活用するために，必要なときにはいつで

も辞書が手元にあり使えるような言語環境をつくっておくことが大切である。また，国語科

の学習のみならず，他教科等の調べる学習や日常生活の中でも積極的に辞書を利用し，語彙

を広げ，漢字を正しく表記できるように指導することが大切である。
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説

（出題の趣旨，解説，解答類型，学習指導に当たって等）

Ｂ 主として「活用」に関する問題

Ⅲ　
調
査
問
題
の
解
説
（
出
題
の
趣
旨
、解
説
、解
答
類
型
、学
習
指
導
に
当
た
っ
て
等
）　

Ｂ　

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
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国語Ｂ１ スピーチの練習をする（「折り紙」の紹介）
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１．出題の趣旨

目的や意図に応じ，自分が伝えたいことについて，的確に話すことができるかどうかを

みる。

目的や意図に応じ，自分の考えや伝えたいことなどについて，的確に話すことは，国語科の

学習のみならず，各教科等の学習や日常生活においても重要である。

本問では，日本語を学んでいる外国の人たちに，「折り紙」について紹介するため，友達に

助言してもらいながら，スピーチの練習をする場面を設定した。ここでは，動画を見てスピー

チを振り返り，適切な言葉遣いで話すことができているかを捉えること，スピーチメモを使っ

て話すことのよさを捉えること，友達の助言を受け，話の構成や内容を工夫し，場に応じた適

切な言葉遣いで自分の考えを話すことが求められる。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 資料を提示しながら説明や報告をしたり，それらを聞いて助言や提案をしたりするこ

と。

２．解説

設問一

趣旨

動画を見る目的を捉えることを通して，目的や意図に応じ，適切な言葉遣いで話すこと

ができるかどうかをみる。

本設問では，スピーチの練習の様子を記録した動画を用いて，スピーチを振り返る場面を設

定した。ここでは，伝える相手が日本語を学んでいる外国の人であるということを踏まえ，場

に応じた適切な言葉遣いになっているのかどうかを確かめるために動画を見るということを捉

えることが求められる。

なお，本設問では，「場に応じた適切な言葉遣い」として，日本語を学んでいる外国の人に

分かりやすく伝えるために，適切な速度で話すということを取り上げている。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，場に応じ

た適切な言葉遣いで話すこと。

■評価の観点

話す・聞く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【グループの話し合いの様子】の中で，石田さんは，「全体的に早口になっているように

思うので、そこを直したいな」と発言しており，その発言を受けて動画を見ている。また，

動画を見た後，上野さんは，「日本語を勉強している外国の人にとっては早口かもしれない

ね」と発言している。これらを踏まえると，石田さんのグループでは，動画を見て，相手に

応じた速度で話すことができていたかを確かめたと捉えることができる。このことから，正

答は選択肢３である。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ25Ａ７
選手宣誓文の表現の工夫とその効果を説明

43.5％ P.32～P.33 P.46～P.48
したものとして適切なものを選択する

Ｈ25Ｂ１一
助言の際に６年生がとった対応の説明とし

78.9％ P.36～P.41 P.50～P.55
て適切なものを選択する

Ｈ25Ｂ１二
６年生の助言の仕方の説明として適切なも

48.8％ P.36～P.41 P.50～P.55
のをそれぞれ選択する

Ｈ25Ｂ１三 川本さんの助言についての説明を書く 67.3％ P.36～P.41 P.50～P.55

（参照）「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10

設問二

趣旨

話の構成を工夫して話したり，聞き手の反応を見て話したりすることができるなどのス

ピーチメモのよさを捉えることができるかどうかをみる。

本設問では，【グループの話し合いの様子】において，【スピーチメモ】を使うことのよさ

について話し合う場面を設定した。ここでは，スピーチメモを使うことによって，話のまとま

りや順序を意識して話したり，聞き手の反応を見て話したりすることができるようになること

を捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，場に応じ

た適切な言葉遣いで話すこと。
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■評価の観点

話す・聞く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 次のa，bの両方，またはどちらか一方を使って書いている。

a 「話のまとまりと順序を意識して話す」

b 「相手の反応を見て話す」

② 40字以内で書いている。

１ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，a，bの両方を ◎

使って書いているもの

（例）

○ 話のまとまりと順序を意識して話したり、相手の反応を見て話したりす

ることができる。（40字）

２ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，aのみを使って ◎

書いているもの

（例）

○ 話のまとまりと順序を意識して話すことができる。（23字）

３ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，bのみを使って ◎

書いているもの

（例）

○ 相手の反応を見て話すことができる。（17字）

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【グループの話し合いの様子】の中で，【スピーチメモ】を使うことのよさについて発言

しているところに着目する必要がある。具体的には，上野さんの「スピーチメモを使って話

のまとまりと順序を意識して話すことはできたかな」という発言と，それに対する石田さん

の「うん、できていたと思うよ。それに、必要なときにだけメモを見ればよかったから、相

手の反応を見て話すこともできたと思う」，北川さんの「確かにできていたね」という発言

である。これらの発言を踏まえ，「話のまとまりと順序を意識して話す」，「相手の反応を見

て話す」ということについて書く必要がある。
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ25Ａ７
選手宣誓文の表現の工夫とその効果を説明

43.5％ P.32～P.33 P.46～P.48
したものとして適切なものを選択する

Ｈ25Ｂ１一
助言の際に６年生がとった対応の説明とし

78.9％ P.36～P.41 P.50～P.55
て適切なものを選択する

Ｈ25Ｂ１二
６年生の助言の仕方の説明として適切なも

48.8％ P.36～P.41 P.50～P.55
のをそれぞれ選択する

Ｈ25Ｂ１三 川本さんの助言についての説明を書く 67.3％ P.36～P.41 P.50～P.55

（参照）「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10

設問三

趣旨

目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫し，場に応じた適切な言葉遣いで自分の考

えを話すことができるかどうかをみる。

本設問では，【グループの話し合いの様子】において，友達の助言を受け，自分が一番伝え

たいことが伝わるように，スピーチの内容を見直す場面を設定した。ここでは，友達の助言を

取り入れながら，目的や意図に応じて，自分の伝えたいことが伝わるように話の構成や内容を

工夫し，場に応じた適切な言葉遣いで話すことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，場に応じ

た適切な言葉遣いで話すこと。

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 折り紙のみりょくについて，以下の内容を取り上げて書いている。

a 【スピーチメモ】から取り上げている。

b 【グループの話し合いの様子】で出された意見から取り上げている。

② スピーチとしてふさわしい言葉遣いで書いている。

③ 書き出しの言葉に続けて，80字以上，100字以内で書いている。

（正答例）

・ （「折り紙のみりょくは、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）色やも

ようがきれいな紙を折って、いろいろな形を作ることができることや、紙一

まいから立体的な形ができること、組み合わせて形をつなげられることだと、

わたしは思います。（92字）

・ 色やもようがきれいな紙を折って、いろいろな形を作ることができること

や、どこでも手軽にできることです。他にも、自分で作り方をくふうできる

ことなども、みりょくだと思います。（95字）

１ 条件①a，bの両方と条件②，③を満たしているもの ◎

２ 条件①a，bの両方と条件②は満たしているが，条件③は満たしていないもの

３ 条件①a，bは満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 色やもようがきれいな紙を折って、いろいろな形を作ったり、どこでも

手軽にできたりすることだよね。紙一まいから立体的な形ができたり、組

み合わせて形をつなげられたりすることもあるよ。（99字）

→上記の例は，スピーチとしてふさわしい言葉遣いで書いていない。

４ 条件①a，②は満たしているが，条件①bは満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 色やもようがきれいな紙を折って、いろいろな形を作ることができるこ

とや、自分で作り方をくふうできることです。（64字）

→上記の例は，折り紙のみりょくについて【グループの話し合いの様子】

で出された意見から取り上げて書いていない。

５ 条件①b，②は満たしているが，条件①aは満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ どこでも手軽にできること、紙一まいから立体的な形ができること、組

み合わせて形をつなげられることだと思います。（65字）

→上記の例は，折り紙のみりょくについて【スピーチメモ】から取り上げ

て書いていない。

６ 条件①aは満たしているが，条件①b，②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 色やもようがきれいな紙を折って、いろいろな形を作ることができるこ

とだと思うよ。（50字）

→上記の例は，折り紙のみりょくについて【グループの話し合いの様子】

で出された意見から取り上げておらず，スピーチとしてふさわしい言葉

遣いで書いていない。
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７ 条件①bは満たしているが，条件①a，②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

○ どこでも手軽にできることや紙一まいから立体的な形ができるというこ

と、組み合わせて形をつなげられることだと思うんだ。（68字）

→上記の例は，折り紙のみりょくについて【スピーチメモ】から取り上げ

ておらず，スピーチとしてふさわしい言葉遣いで書いていない。

８ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもののうち，折り紙の

みりょくとして考えられることについて書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ おじいさんやおばあさんに折り方を教えてもらうことができるというこ

とです。（47字）

→上記の例は，折り紙のみりょくとして考えられることについて書いてい

るが，折り紙のみりょくについて【スピーチメモ】と【グループの話し

合いの様子】で出された意見から取り上げていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

石田さんが折り紙の魅力として考えていた「色やもようがきれいな紙を折って、いろいろ

な形を作ることができる」ということに加えて，【グループの話し合いの様子】で出された

折り紙の魅力について書く必要がある。【グループの話し合いの様子】で出された魅力とし

ては，「どこでも手軽にできること」，「紙一枚から立体的な形ができるということ」，「『手

裏剣』のように、組み合わせて形をつなげられること」がある。これらの意見を踏まえ，折

り紙の魅力について，スピーチとしてふさわしい言葉遣いで書く必要がある。その際，スピー

チとして適切な時間の中で話すということに留意する必要がある。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ25Ａ７
選手宣誓文の表現の工夫とその効果を説明

43.5％ P.32～P.33 P.46～P.48
したものとして適切なものを選択する

Ｈ25Ｂ１一
助言の際に６年生がとった対応の説明とし

78.9％ P.36～P.41 P.50～P.55
て適切なものを選択する

Ｈ25Ｂ１二
６年生の助言の仕方の説明として適切なも

48.8％ P.36～P.41 P.50～P.55
のをそれぞれ選択する

Ｈ25Ｂ１三 川本さんの助言についての説明を書く 67.3％ P.36～P.41 P.50～P.55

（参照）「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10
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３．学習指導に当たって

○ 目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるように話す

目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるように話すためには，話の構成や内容を工夫し，

場に応じた適切な言葉遣いで話すことができるようにする必要がある。話の構成や内容を工

夫するためには，自分の立場を明確に説明したり，事実と感想，意見とを区別したり，結論

付けを明確にしたりすることなどについて指導することが大切である。また，場に応じた適

切な言葉遣いで話すためには，声量や速度，抑揚や間の取り方，改まった言葉や丁寧な言葉，

敬体と常体との使い分けなど，その場に応じた最も適切な表現の仕方について指導すること

が大切である。言葉遣いは，音声の使い方，語や文，表情，仕草など広い範囲に及ぶことに

も留意し，指導する必要がある。

具体的には，本問のように，自分や友達の発表の様子を動画で撮影し，観点に沿って振り

返ることができるように指導することが考えられる。その際，目的や意図，指導のねらいな

どに応じて，話の構成や内容，話し方についてなど振り返るための観点を明確にすることが

大切である。

また，本問のように，スピーチメモを活用して話すことができるようにすることが考えら

れる。まず，目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫し，話の要点を短い言葉で順序立

てて記述したメモを作成することができるように指導する。そして，そのメモを基に，話の

まとまりや順序を意識するとともに，相手の反応を見て話すことができるように指導する。

その際，相手の理解をより促すために，他の事例を加えたり，別の言葉に置き換えたりして

説明するなど，相手の反応に応じて思考を働かせながら話すことができるようにすることが

大切である。
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国語Ｂ２ 協力を依頼する文章を書く（緑のカーテン作りへの協力のお願い）
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１．出題の趣旨

目的や意図に応じ，文章全体の構成や表現を工夫して，協力を依頼する文章を書くこと

ができるかどうかをみる。

立場や考えの異なる相手に対して，自分の考えを的確に伝えるためには，多様な情報を取捨

選択し，筋道を立てて説明する能力を育成することが重要である。

本問では，緑のカーテンを作るために学年の友達に協力を依頼する文章を書く場面を設定し

た。ここでは，協力を依頼する文章の構成を考えること，読み手を説得するための引用の効果

を考えること，目的や意図に応じ，【アドバイス】の内容を生かして，協力を依頼する文章を

書くことが求められる。

なお，設問二については，平成25年度【小学校】国語Ｂ２二（正答率26.5％）において，「目

的や意図に応じ，必要な内容を適切に引用して書くこと」に，設問三については，平成27年度

【小学校】国語Ｂ１三（正答率34.9％）において，「目的や意図に応じ，取材した内容を整理

しながら記事を書くこと」に，それぞれ課題が見られたことを踏まえて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

イ 自分の課題について調べ，意見を記述した文章や活動を報告した文章などを書いたり

編集したりすること。

２．解説

設問一

趣旨

目的や意図に応じて，文章全体の構成を考えることができるかどうかをみる。

本設問では，伝える相手が明確な場合に，相手に分かりやすく伝えることができるように，

文章全体の構成を考える場面を設定した。

ここでは，緑のカーテンを知らない人に，緑のカーテンが必要な理由を伝えるため，緑のカー

テンとはどのようなものかを分かりやすく説明する必要があることを捉えることが求められ

る。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。

■評価の観点

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの ◎

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【緑のカーテン作りへの協力のお願い】の「緑のカーテンとは」，「緑のカーテンの作り

方」という見出しに着目した上で，緑のカーテンが必要な理由を伝えるために，どのような

文章全体の構成になっているかを捉える必要がある。森さんたちは緑のカーテンを知らない

人のために，緑のカーテンの作り方の説明の前に，緑のカーテンの定義や効果を書いている

ため，選択肢４が正答である。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ27Ｂ１一
新聞の割り付けとして適切なものを選択す

74.7％ P.36～P.43 P.48～P.55
る

Ｈ28Ｂ２三
「早ね早起き」活動の報告文で課題を取り

58.5％ P.44～P.51 P.60～P.69
上げた効果として適切なものを選択する

設問二

趣旨

目的や意図に応じ，引用して書くことができるかどうかをみる。

本設問では，緑のカーテンの効果に疑問をもっている友達を説得するため，引用して書く場

面を設定した。ここでは，【『緑のカーテンを始めよう』の一部】の①から④までの文の中か

ら，引用するのに最も効果的な文を捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

エ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと。

■評価の観点

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 二 １ ① と解答しているもの

２ ② と解答しているもの

３ ③ と解答しているもの ◎

４ ④ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

緑のカーテンの効果に疑問をもち，布のカーテンでもよいのではないかと考えている友達

を説得するためには，緑のカーテンの効果について根拠を明確にして説明する必要がある。

自分の考えを補説する目的で引用する場合，実験結果などの事実，具体的な事物や出来事を

記述することなどが考えられる。本設問では，【『緑のカーテンを始めよう』の一部】の③

の文には，布のカーテンと緑のカーテンを比較した実験の結果が数値を用いて書かれている。

また，④の文には，緑のカーテンの効果については書かれているが，布のカーテンと比較し

た効果として書かれていないため，【友達の考え】と同じ考えの人を説得する内容としては

十分ではない。以上のことから，正答は③である。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

提示された資料を読み取った上で，相手に

Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161

するように記述する

Ｈ25Ａ４ア 「言葉の使い方」に関する資料を読み取り， 72.6％ P.25～P.27 P.36～P.39

Ｈ25Ａ４イ 年代ごとの割合から分かることを書く 71.5％ P.25～P.27 P.36～P.39

Ｈ25Ａ４ウ
「言葉の使い方」に関する資料を読み取り，

45.1％ P.25～P.27 P.36～P.39
全体から分かることを書く

Ｈ25Ｂ２二
【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が

26.5％ P.42～P.49 P.56～P.64
具体的に書かれている内容を引用して書く

Ｈ25Ｂ２三
複数の内容を関係付けた上で，自分の考え

17.9％ P.42～P.49 P.56～P.64
を具体的に書く

Ｈ27Ｂ２三
楽器の分担の決め方について，【楽器の分

41.8％ P.44～P.52 P.56～P.64
担図】を基にして書く

「早ね早起き」活動の成果について，〈図

Ｈ28Ｂ２一 １〉の結果を基に書いた内容として適切な 43.5％ P.44～P.51 P.60～P.69

ものを選択する

Ｈ28Ｂ２二 「早ね早起き」活動の課題について，〈図
51.5％ P.44～P.51 P.60～P.69

(1) ２〉の結果を基に書く

Ｈ28Ｂ２二 「早ね早起き」活動の課題に対する解決方
64.4％ P.44～P.51 P.60～P.69

(2) 法について，〈表２〉の結果を基に書く

（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.３～P.４

「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12

「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.６

「平成28年度【小学校】授業アイディア例」P.６
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設問三

趣旨

目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書くことができるかどうかをみる。

本設問では，中学生からの【アドバイス】を基にして，水やりに協力してくれる人を募集す

る文章を書く場面を設定した。ここでは，【アドバイス】から水やりが大変な理由を捉えた上

で，その理由を取り上げて協力を依頼することができるように書くことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

書く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 水やりが大変な理由について，【アドバイス】の中の以下の内容を取り上げ

て書いている。

a 毎朝水をやること

b たくさんの植木ばちに水をやること

② 【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にふさわしい表現で書いている。

③ 書き出しの言葉に続けて，30字以上，60字以内で書いている。

（正答例）

・ （「なぜなら、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）毎朝水をやらない

といけないし、大きな緑のカーテンを作るために、たくさんの植木ばちに水

をやる必要があるからです。（60字）

・ 毎朝たくさんの植木ばちに水をやる必要があるからです。（31字）

１ 条件①a，bの両方と，条件②，③を満たしているもの ◎

２ 条件①a，bの両方と，条件②は満たしているが，条件③は満たしていない

もの

３ 条件①a，bは満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 毎朝水をやること。たくさんの植木ばちに水をやること。（31字）

→上記の例は，【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にふさわしい表現で

書いていない。

４ 条件①a，②は満たしているが，条件①bは満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 毎朝、かれないように、水をやらないといけないからです。（32字）

→上記の例は，理由として「たくさんの植木ばちに水をやること」を取り

上げて書いていない。
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５ 条件①b，②は満たしているが，条件①aは満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 大きな緑のカーテンを作るためには、たくさんの植木ばちに水をやる必

要があるからです。（46字）

→上記の例は，理由として「毎朝水をやること」を取り上げて書いていない。

６ 条件①aは満たしているが，条件①b，②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 毎朝水をやらないと、すぐにかれてしまうよ。（26字）

→上記の例は，理由として「たくさんの植木ばちに水をやること」を取り

上げて書いておらず，【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にふさわし

い表現で書いていない。

７ 条件①bは満たしているが，条件①a，②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 大きな緑のカーテンを作るためには、たくさんの植木ばちに水をやる必

要があるんだよ。（45字）

→上記の例は，理由として「毎朝水をやること」を取り上げて書いておら

ず，【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にふさわしい表現で書いてい

ない。

８ 条件②は満たしているが，条件①a，bは満たしていないもののうち，水や

りの大変さについて書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 何度も水を運ぶことになるので、重いし疲れるからです。（31字）

→上記の例は，理由として「毎朝水をやること」と「たくさんの植木ばち

に水をやること」を取り上げて書いていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

この協力を依頼する文章が，「夏までに大きな緑のカーテンを作るために，多くの人の協

力が必要であることを伝える」という目的で書かれていることを踏まえる必要がある。その

上で，水やりが大変な理由を【アドバイス】の内容から二つ取り上げ，【緑のカーテン作り

への協力のお願い】の中の「水やりに協力してくれる人をぼ集します」の イ の部分

を，協力を依頼する文章にふさわしい表現で書く必要がある。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ24Ａ７
新聞の報道記事のリードに必要な事柄を整

43.7％ P.28～P.31 P.136～P.138
理し，一文にまとめて書く

Ｈ24Ｂ１二
目的や意図に応じ，適切に敬語を使いなが

55.5％ P.38～P.43 P.144～P.151
ら，返事の仕方と内容を記述する

Ｈ25Ｂ１三 川本さんの助言についての説明を書く 67.3％ P.36～P.41 P.50～P.55

Ｈ25Ｂ２一
「打ち上げ花火の歴史」という見出しに合

64.0％ P.42～P.49 P.56～P.64
わせて必要な内容を書き加える
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Ｈ26Ｂ２二
付箋の内容を関係付けて，野口さんのまと

27.1％ P.44～P.51 P.58～P.68
めを書く

Ｈ27Ｂ１二
見出しの表現の工夫についての説明として

71.0％ P.36～P.43 P.48～P.55
適切なものを選択する

Ｈ27Ｂ１三
【中田とよさんへのインタビューの様子】

34.9％ P.36～P.43 P.48～P.55
の内容をまとめて書く

Ｈ27Ｂ２二 【文章】の要旨をまとめて書く 78.6％ P.44～P.52 P.56～P.64

（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.２

「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10，P.11～P.12

「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12

「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.５

３．学習指導に当たって

(1) 目的や意図に応じて，文章の構成を考えて書く （対応設問：設問一）

自分の考えを明確に伝えるためには，目的や意図に応じて文章全体の構成の効果を考えて

書くことが重要である。文章の種類や特徴を踏まえた上で，自分の考え及び相手の理解が明

確になるように，文章の構成を工夫する必要がある。その際，それぞれの段落の内容として

どのようなことを書けばよいのかを考えたり，自分の考えを一貫して述べたりすることがで

きるように指導することが大切である。また，書き出しに読み手の関心を喚起する事例を配

置すること，読み手の理解を促すように概説や要約を活用すること，冒頭部や終結部の書き

方を工夫することができるような学習を意図的，計画的に位置付けることも大切である。

(2) 説得力をもって自分の考えを伝えるため，引用して書く （対応設問：設問二）

説得力をもって自分の考えを伝えるためには，判断の根拠や理由を明確に示しながら自分

の考えを述べることが重要である。その際，本や文章などから必要な語句や文を引用するこ

とができるように指導することが大切である。引用する場合は，まず何のために引用するの

かという目的を明確にする必要がある。目的としては，本問のように，実験の結果などを紹

介したり，自分の考えを補説したりするためなどが考えられる。

(3) 目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書く （対応設問：設問三）

読み手に自分の伝えたいことが分かるようにするためには，具体的な事実を基にしたり，

複数の内容を関係付けたりしながら，必要な内容を整理して書くことが重要である。

具体的には，本問のように，目的や意図に応じて，取材の内容や方法を工夫し，書く事柄

を収集した上で，その中から，具体的な事実と自分の感想，意見などとを区別しながら必要

な内容を整理して書くことができるように指導することが考えられる。

４．出典等

・環境省 「グリーンカーテンプロジェクト」のウェブページ

・監修 菊本るり子『学校で育てる 緑のカーテン大百科 全３巻』『①グリーンパワーで節

電』『②はじめての栽培と観察』『③収穫と広がるエコ活動』

（2013年２月 株式会社 学研教育出版）

などによる。
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国語Ｂ３ 物語を読んで，感想を伝え合う（あまんきみこ「きつねの写真」）
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１．出題の趣旨

物語を読んで考えたことを発表し合い，叙述を基に自分の考えをまとめることができる

かどうかをみる。

本問は，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「物語に登場する人物についての描写や

心情，人物相互の関係を捉えること」に課題が見られたことを踏まえて出題した。

物語などを読む際は，時間や場所，問題状況などの設定，情景や場面の様子の変化，主人公

などの登場人物，登場人物の性格や行動，会話及び心情の変化，事件の展開と解決などの基本

的な構成要素を理解した上で，想像を豊かにしながら，読むことが大切である。

本問では，あまんきみこが書いた「きつねの写真」という物語を読み，感想を伝え合う場面

を設定した。ここでは，自分の考えが，どの叙述に基づいているか，自分の経験などとどう結

び付いているのかを明らかにしながら話し合い，一人一人の感じ方に違いがあることに気付く

ことができるようにすることが求められる。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと

ア 物語や詩を読み，感想を述べ合うこと。
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２．解説

設問一

趣旨

登場人物の相互関係や心情，場面についての描写を捉えることができるかどうかをみる。

本設問では，【物語の一部】を読んだ後，【話し合いの様子の一部】のように，心に残った

ところを伝え合う場面を設定した。ここでは，【物語の一部】を読んで，登場人物の相互関係

や場面についての描写を捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分

の考えをまとめること。

■評価の観点

読む能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの ◎

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【話し合いの様子の一部】の中の二つの Ａ に当てはまる言葉を，【物語の一部】の「あ

たりの木がいっせいにざざっとゆれてよびました」という場面についての描写や松ぞうじい

さんととび吉の相互関係から捉えると，選択肢２が正答である。
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ25Ｂ３一 【本間さんが書いたすいせん文】において
50.0％ P.50～P.55 P.65～P.70

ア 推薦している対象を書く

Ｈ25Ｂ３一 【花田さんが書いたすいせん文】において
45.4％ P.50～P.55 P.65～P.70

イ 推薦している理由を書く

Ｈ25Ｂ３一 【本間さんが書いたすいせん文】において
44.8％ P.50～P.55 P.65～P.70

ウ 推薦している理由を書く

Ｈ26Ａ５ 物語の一部に入る適切な人物の名前を書く 65.5％ P.24～P.26 P.35～P.37

Ｈ27Ａ６
登場人物の関係についての説明として適切

67.7％ P.28～P.30 P.41～P.43
なものを選択する

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～P.９

「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.13～P.14

「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.８
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設問二

趣旨

自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えることができるかどうかを

みる。

本設問では，【物語の一部】を読んだ後，【話し合いの様子の一部】のように，「松ぞうじい

さんととび吉はきつねだったのか」という疑問に対する自分の考えを伝え合う場面を設定した。

ここでは，話合いの中の発言の意図を捉えることが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

オ 本や文章を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりするこ

と。

■評価の観点

読む能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 二 １ アに１，イに４と解答しているもの ◎

２ アに１と解答しているが，イに４と解答していないもの

３ イに４と解答しているが，アに１と解答していないもの

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

【話し合いの様子の一部】においては，松ぞうじいさんととび吉はきつねだったのかにつ

いて話し合っている。原さんの発言について，どのような意図があるのかを捉える必要があ

る。

【話し合いの様子の一部】の中で，原さんは，田中さんの「二人を写したはずの写真にき

つねが写っていたんだから、きっときつねだよ」という発言に対して，ア「どこからそう思

うの」と質問している。これに対し，田中さんは，自分の考えの根拠となる叙述について説

明している。このことから，選択肢１が正答である。

また，原さんは，田中さんの「ここで、（中略）ところがあるでしょ。私は、ここからも

きつねってわかる気がするんだけれど、どうかな」という発言に対し，田中さんの考えにつ

いて自分の理解が正しいかどうか確かめるために，イ「田中さんの言いたいことはそういう

ことでいいのかな」と質問している。これに対し，田中さんは，「そうそう」と，原さんの

理解が正しいことを認めている。このことから，選択肢４が正答である。
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設問三

趣旨

物語を読み，具体的な叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめることができ

るかどうかをみる。

本設問では，【物語の一部】を読んだ後，【話し合いの様子の一部】のように，感想を伝え

合う中で，叙述を基に理由を明確にして自分の考えを書く場面を設定した。ここでは，松ぞう

じいさんやとび吉がきつねであると考えたわけについて，具体的な叙述を基にどのように解釈

したのかを書くことが求められる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分

の考えをまとめること。

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

読む能力

書く能力
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① の横山さんのように，【物語の一部】から言葉や文を取り上げて書

いている。

② 取り上げた言葉や文をもとに，どうして松ぞうじいさんやとび吉がきつね

だと考えるのかを書いている。

③ 60字以上，100字以内で書いている。

（正答例）

・ 「松ぞうじいさんの目に、なみだがきらりとひかりました」というところ

は、人間にうちとられてしまった仲間のきつねを思う気持ちが表れていると

思うから、松ぞうじいさんはきつねだと考えたよ。（90字）

１ 条件①，②，③を満たしているもののうち，条件①について，【話し合いの ◎

様子の一部】で示されている叙述以外を取り上げているもの

２ 条件①，②，③を満たしているもののうち，条件①について，【話し合いの ○

様子の一部】で示されている叙述を取り上げているもの

（例）

○ 松ぞうじいさんが「ついてきなせえ」と言って山野さんをきつねが住ん

でいたあなに連れて行ったのは、これ以上何も聞かれないように早く帰し

たかったからだと思う。だから、松ぞうじいさんはきつねだと思う。

（96字）

３ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①について，【話し合いの様子

の一部】で示されている叙述以外を取り上げているが，条件③は満たしてい

ないもの

４ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①について，【話し合いの様子

の一部】で示されている叙述を取り上げており，条件③は満たしていないも

の

５ 条件①について，【話し合いの様子の一部】で示されている叙述以外を取り

上げているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 「何回も熱心にそういわれて、松ぞうじいさんは、こまったように首を

ふっていました」と書いてあるところから、きつねだとわかるよ。（62字）

→上記の例は，【話し合いの様子】で示されている叙述以外を取り上げてい

るが，取り上げた言葉や文を基に，どうして松ぞうじいさんやとび吉が

きつねだと考えるのかを書いていない。

６ 条件①について，【話し合いの様子の一部】で示されている叙述を取り上げ

ており，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 「き、きつねの写真だ」と書いてあるから、二人はきつねだと思った。

（32字）

→【話し合いの様子】で示されている叙述を取り上げているが，取り上げ

た言葉や文を基に，どうして松ぞうじいさんやとび吉がきつねだと考え

るのかを書いていない。

７ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
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（例）

○ 山野さんに対して、松ぞうじいさんは悲しんだり、冷たい態度をとった

りしているから、松ぞうじいさんはきつねだとわかる。（57字）

→上記の例は，横山さんのように，【物語の一部】から言葉や文を取り上げ

ていない。

９ 上記以外の解答

０ 無解答

■正答について

横山さんのように，【物語の一部】から叙述を基にして，松ぞうじいさんやとび吉がきつ

ねであると考えたわけについて，自分の考えをまとめて書く必要がある。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ25Ｂ３一 【本間さんが書いたすいせん文】において
50.0％ P.50～P.55 P.65～P.70

ア 推薦している対象を書く

Ｈ25Ｂ３一 【花田さんが書いたすいせん文】において
45.4％ P.50～P.55 P.65～P.70

イ 推薦している理由を書く

Ｈ25Ｂ３一 【本間さんが書いたすいせん文】において
44.8％ P.50～P.55 P.65～P.70

ウ 推薦している理由を書く

Ｈ26Ａ５ 物語の一部に入る適切な人物の名前を書く 65.5％ P.24～P.26 P.35～P.37

Ｈ27Ａ６
登場人物の関係についての説明として適切

67.7％ P.28～P.30 P.41～P.43
なものを選択する

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～P.９

「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.13～P.14

「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.８
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３．学習指導に当たって
(1) 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写を捉えながら読む

（対応設問：設問一）

高学年では，読む本や文章が多様になるため，作者や筆者の述べたい内容や要旨を捉える

など文章全体を読んだり，複数の本や文章などについて，様々な読み方を身に付けたりする

必要がある。

物語を読む際は，登場人物について，その相互関係を捉え，それらに基づいて心情や場面

の描写を捉えることができるように指導することが必要である。中学年までは，一人一人の

登場人物の行動や性格に基づき，場面の展開に即して変化する気持ちを中心に捉えていたが，

さらに高学年では，登場人物の相互関係から人物像やその役割を捉え，そのことによって,

内面にある深い心情も合わせて捉えることにつないでいくことが大切である。また，登場人

物相互の関係に基づいた行動や会話，情景などを通して表現されていることに着目し，想像

を豊かにしながら，読むことも大切である。

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～P.９

(2) 物語を読んで感想を伝え合い，自分の考えを広げたり深めたりする

（対応設問：設問二）

ものの見方や考え方を広げるために，物語を読んで感想を伝え合い，一人一人の感じ方に

違いがあることに気付き，自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにすること

は重要である。

具体的には，各自考えたことが，どのように共通していたり相違したりしているのかなど

を明らかにしながら交流する機会を設定することが考えられる。その際，自分の感想を明確

に伝えるには，感想を表す言葉を増やしておくことが大切である。また，感想が本や文章の

どの叙述に基づいているのか，自分が現実に経験したこと，普段考えていることや関心のあ

ることなどと，どのように結び付いているのかなどを説明することも大切である。

さらに，本問のように，物語を読んで感想を伝え合う場合，相手の考えの根拠を明確にす

るために，「どこからそう思うの」と質問したり，相手の考えを聞いた上で，自分の理解が

正しいかどうかを確かめるために，「○○さんの言いたいことはそういうことなの」と質問

したりするなど互いに補完し合うことによって，自分の考えを広げたり深めたりすることが

できるように指導することが考えられる。

(3) 物語を読み，叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめる

（対応設問：設問三）

日常の読書においては，今までの読書経験を踏まえ，叙述と自分の体験や他者の解釈とを

結び付けたり，他の作品と比べたりして読むことで，より豊かに想像することができると考

えられる。

叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめるためには，一つの場面の叙述だけを

対象とするにとどまらず，複数の場面を比較したり，物語全体に広がっている複数の叙述を

関係付けたりして読むことが重要である。さらに，高学年においては，場面の展開に沿って

読みながら，感動やユーモア，安らぎなどを生み出す優れた叙述に着目して自分の考えをま

とめることができるように指導することが大切である。また，象徴性や暗示性の高い表現や

内容，メッセージや題材を強く意識させる表現や内容などに気付き，自分の表現に生かして

感想などをまとめることができるように指導することも考えられる。

（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.45～P.46
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４．出典等
・著者 あまんきみこ『あまんきみこセレクション② 夏のおはなし』

（2009年12月 株式会社 三省堂）

による。
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Ⅳ 解 答 用 紙 ( 正 答 ( 例 ) )

Ⅳ　
解
答
用
紙
（
正
答
（
例
） 

）
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国 語 Ａ 解 答 用 紙

《ここから下には解答を書いてはいけません。》

《 こ こ か ら 左 に は 解 答 を 書 い て は い け ま せ ん 。 》

小 学 校 第 6 学 年

《 こ こ か ら 右 に は 解 答 を 書 い て は い け ま せ ん 。 》

学　校　名 組 個 人 番 号 ②個 人 番 号 ①

29
国A
算A

7011

国語A

※個人番号票を見ながら，１ますに１けたずつ，数字を書き写してください。

男女

1
3

2
4

7

5
6

一 二

一 二

ア イ

小 野 さ ん … …  

今 村 さ ん … …  
（

い
て

）

た
い

し
ょ

う

き
ぼ

う

お
い

て

期
 限

事
 務

 室

指
 示

大
き

く
て

い
ね

い
に

書
き

ま
し

ょ
う

。

消
す

と
き

は
消

し
ゴ

ム
で

き
れ

い
に

消
し

ま
し

ょ
う

。

（
　

）
１ （
　

）
３（
　

）
２ （
　

）
４（
　

）
５ （
　

）
６

地

天

17/01/16   15:51
オモテ　国語Ａ・算数Ａ　平成29年度 BC解答用紙　H28.

オモテ　国語Ａ・算数Ａ　平成29年度 BC解答用紙　H28.
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1061

国語B

小 学 校 第 6 学 年

国 語 Ｂ 解 答 用 紙

《 こ こ か ら 右 に は 解 答 を 書 い て は い け ま せ ん 。 》

《ここから下には解答を書いてはいけません。》

《 こ こ か ら 左 に は 解 答 を 書 い て は い け ま せ ん 。 》

学　校　名 組 男女 個 人 番 号 ②個 人 番 号 ①

国B
29

※個人番号票を見ながら，１ますに１けたずつ，数字を書き写してください。

1
2

一
二

※ の 印 か ら 書 き ま し ょ う 。 と ち ゅ う で 行 を 変 え な い で 、 続 け て 書 き ま し ょ う 。

４０
字

三

※ の 印 か ら 書 き ま し ょ う 。 と ち ゅ う で 行 を 変 え な い で 、 続 け て 書 き ま し ょ う 。

折 り 紙 の み り ょ く は 、

８０
字

 １０
０

字

一 二

※
の
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書

き
ま

し
ょ

う
。

と
ち

ゅ
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行
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で

，
続

け
て

書
き

ま
し

ょ
う

。

６０
字

３０
字

、
ら

な
ぜ

な

三 3 の 解 答 ら ん は 、 裏
う ら

面
め ん

に あ り ま す 。
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話 の ま と ま り と 順 序 を 意 識 し て 話 し た り 、 相

手 の 反 応 を 見 て 話 し た り す る こ と が で き る 。

な 紙 を 折 っ て 、 い ろ い ろ な 形 を 作 る こ と が で

き る こ と や 、 紙 一 ま い か ら 立 体 的 な 形 が き

る こ と 、 組 み 合 わ せ て 形 を つ な げ ら れ る こ と

だ と 、 わ た し は 思 い ま す 。
色 や も よ う が き れ い

毎
朝

水
を

や
ら

な

い
と
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け
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き
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に
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く
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植
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ば

ち
に

水
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る
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す
。

で
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1062 国 語 Ｂ

《 こ こ か ら 右 に は 解 答 を 書 い て は い け ま せ ん 。 》

《 こ こ か ら 左 に は 解 答 を 書 い て は い け ま せ ん 。 》

3
一

三

※ の 印 か ら 書 き ま し ょ う 。 と ち ゅ う で 行 を 変 え な い で 、 続 け て 書 き ま し ょ う 。

６０
字

 １０
０

字

二
ア

イ
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２
１

４

「 松 ぞ う じ い さ ん の 目 に 、 な み だ が き ら り と

ひ か り ま し た 」 と い う と こ ろ は 、 人 間 に う ち

と ら れ て し ま っ た 仲 間 の き つ ね を 思 う 気 持 ち

が 表 れ て い る と 思 う か ら 、 松 ぞ う じ い さ ん は

き つ ね だ と 考 え た よ 。
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋）

Ⅴ　
点
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点字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し，児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように，例えば次のような配慮を行っている。 

（１）  問題文などの記述及びレイアウト等について 

必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２）  図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは

点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 

（３）  出題形式の変更及び代替問題について 

 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し，通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については，出題の趣旨等を踏まえた上で，

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

なお，上記のような配慮に伴い，解答類型の調整等を行った問題については，P.81～P.83

に問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】  Ａ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点字問題】  Ａ２  

 本問題では，主に次のような配慮を行った。 

１） 点字では，提示される順に情報を把握していくため，手紙における重要な

情報（宛名，日付，差出人）については，冒頭に「前書き」として示す形式

をとっている。そこで，本問題では，点字の手紙の形式に合わせて，通常問

題の「後付け」にかかわる内容を「前付け」に変更して出題した。 

参考：「特別支援学校（視覚障害）小学部点字教科書編集資料」（文部科学省，

平成 27 年４月） 

２） １）の変更に伴って，「２．」の問題では，選択肢の調整を行った。 

３） 「１．」の問題に関連し，通常問題の「山村さんへの手紙」の      で

示している部分については，「第二段落（４ページ下から１行目から５ペー

ジ下から６行目）」として明示した。 
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＜点字問題（墨点字版）＞        ＜点字問題（活字版）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（後略） 
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【通常問題】  Ｂ１  
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【点字問題】  Ｂ１  

 本問題では，主に次のような配慮を行った。 

１） 視覚障害に伴い「録画映像を活用した学習」は困難であるため，「録音を活

用した学習」へと場面設定の変更を行った。 

２） 実物を「目で見る」，「目で見て理解する」ことは困難であり，日常の学習

や生活では，実物を「手で触る」ことと「言葉」を併せて，その物を把握し

たり理解したり，また相手に伝えたりする。このような学習やコミュニケー

ションの特性を踏まえて，通常問題における「見る」という行為を「聞く」，

「触る」という行為に置き換えて文章を構成した。 

３） 「１．」及び「３．」の問題では，「グループの話し合いの様子」や「スピー

チの練習の様子」の特定の部分に着目した上で解答する必要がある。そこで，

当該部分について，「○ページ○行目」などのように，点字問題冊子の該当箇

所を示すようにすることで，スムーズに把握できるようにした。 

４） 「２．」及び「３．」の問題では，字数に関する解答条件について，書き出

しの言葉を明示した上で，書き出しの言葉を除いた字数を，点字によるマス

数に換算して示している。 

 

 

＜点字問題（墨点字版）＞        ＜点字問題（活字版）＞ 
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＜点字問題（墨点字版）＞        ＜点字問題（活字版）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（後略） 
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＜点字問題において解答類型の変更，調整等を行った問題＞ 

 

【点字問題】  Ａ７ 
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問題番号 解  答  類  型 正答 

７ 

 

（ア） 

 

 

 

 

 

１  （４）と解答しているもの ◎ 

２  －（該当なし）  

３  －（該当なし）  

４  －（該当なし）  

９ 上記以外の解答  

０  無解答  

（イ） 

 

 

 

 

１  （２）と解答しているもの ◎ 

２  －（該当なし）  

３  －（該当なし）  

９ 上記以外の解答  

０  無解答  

（ウ） 

 

 

 

 

１  （４）と解答しているもの ◎ 

２  －（該当なし）  

３  －（該当なし）  

９ 上記以外の解答  

０  無解答  

（エ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  （１）と解答しているもの ◎ 

２  －（該当なし）  

３  －（該当なし）  

４ －（該当なし）  

５  －（該当なし）  

６  －（該当なし）  

７ －（該当なし）  

９ 上記以外の解答  

０  無解答  

（オ） 

 

 

１  （２）と解答しているもの ◎ 

９ 上記以外の解答  

０  無解答  

（カ） 

 

 

 

 

１  （３）と解答しているもの ◎ 

２  －（該当なし）  

３  －（該当なし）  

９ 上記以外の解答  

０  無解答  
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Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）
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拡
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 拡大文字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，弱視児童生徒の

見え方に伴う負担等を軽減するため，通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大き

さに拡大するとともに，次のような配慮を行っている。

（１） 原則として文字の大きさを 22 ポイントとし，丸ゴシック体・中太とする。

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。

（３） 必要に応じて，拡大率やレイアウト等を変更する。

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】 Ａ４ 

  Ａ４では，下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。

 通常問題の【俳句カード】の中にある「〈調べた内容〉」について，枠線を削除した。

また，季語や季節に関する情報と，俳句の解釈を示す文との間隔を広げて，「〈調べた

内容〉」について，内容を捉えやすくした。
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【拡大文字問題（抜粋）】Ａ４ 実寸大サイズ 
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【通常問題】 Ｂ１ 

Ｂ１では，下のような配慮を行い，次のページように変更・調整した。 

１） 通常問題では２ページの見開きで示している問題文，【スピーチメモ】，【スピー

チの練習の様子】について，十分な字間と行間を確保しつつ，情報とそのまとまりの

捉えやすさを考慮して，５ページに割り付けた。また，【スピーチの練習の様子】に

ついては，解答する際に必要な情報を適切に捉えるために，文字の拡大率に比べてイ

ラストの拡大率を抑えた。

２） 【スピーチメモ】の囲み線について，通常問題では、メモ用紙のデザインの囲み線

となっているが、シンプルな線種に変更した。 
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【拡大文字問題（抜粋）】 Ｂ１ 
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